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警 察 署 協 議 会 会 議 録 

八幡東警察署協議会 

開催年月日時 
令和６年２月２１日午後４時３０分から 

令和６年２月２１日午後６時００分まで 

開 催 場 所  八幡東警察署３階会議室 

出 席 者 

警察署協議会 

 

会長以下８名 

警 察 署 
署長、副署長、刑事管理官、総務課長、会計課長、生活安全課長、地域課長、 

刑事課長、交通課長、総務第二係長、総務第二係員 

 議 事 概 要 

  

【開会】 

ただ今から、第４回警察署協議会を開会する。 

 

【会長挨拶（要旨）】 

 令和５年度最後の協議会となる。 

 有意義な会議としたいので、御協力お願い申し上げる。 

 

【署長挨拶（要旨）】 

 本日の協議会は、会長から、先日開催された警察署協議会会長連絡会議の議事内容に

ついて発表していただき、その後、私から令和５年中の治安概況等について説明させて

いただく予定である。 

 また、事前に委員の皆様からいただいた御意見・御要望等については、担当する課長

から説明を行う予定である。 

 

【警察署協議会会長連絡会議結果報告】 

○ 警察本部報告 

 ・ 令和５年中の治安概況及び令和６年福岡県警察運営指針について 

 ・ 令和５年の交通事故発生状状況等と本年の取組について 

○ 警察署協議会活動報告 

 ・ 粕屋警察署協議会 

 ・ 博多臨港警察署協議会 

 ・ 直方警察署協議会 

 

【八幡東警察署令和５年中の治安概況について】 

 署長から、八幡東警察署令和５年中の治安概況について説明した。 
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 【令和６年八幡東警察署運営指針について】 

署長から、令和６年八幡東警察署運営指針の活動重点の設定理由等について説明した。 

 

【福岡県警察の組織改正の概要について】 

署長から、福岡県警察の組織改正の概要について説明した。 

 

【意見・要望等の回答（事前に書面で意見等を求めて会議で回答したもの。）】 

○ 委員から「区民からの意見・要望や、その措置結果等を多くの区民が知り得るよう

にしてはどうか。」旨の要望があり、総務課長から「当署のホームページやＳＮＳ等

を活用して情報発信していきたい。」旨の回答があった。 

○ 委員から「警察が企業に対して行っている交通安全教育等で配布している資料に関

する情報をいただきたい。」旨の要望があり、総務課長から「交通安全教育等につい

ては、随時受付をしているので、当署宛に問い合わせていただきたい。資料について

一覧はないが、警察本部や当署のホームページに掲載しているので活用していただき

たい。」旨の回答があった。 

○ 委員から「商店街で行うイベントに関して、道路使用許可の緩和をお願いしたい。」

旨の要望があり、交通課長から「申請ごとに道路交通法を根拠に可否を判断している

ので、時間的余裕を持って相談をお願いする。」旨の回答があった。 

○ 委員から「高齢者の運転免許返納状況、高齢者マークの着装率を教えていただきた

い。」旨の質疑があり、交通課長から「令和５年中、当署では１５４人が運転免許証

を返納している。高齢者マークの着装率については、統計を取っていないため判明し

ない。」旨の回答があった。 

○ 委員から「バス専用レーンを一般車が通行しているのを多く見かけるため、指導取

締りをお願いする。」旨の要望があり、交通課長から「交通指導取締りを行っており、

今後も継続する。」旨の回答があった。 

○ 委員から「春の町から尾倉にかけての国道３号線上の横断歩道以外を渡っている歩

行者がいるので、注意喚起してもらいたい。」、「西本町一丁目交差点の横断歩道で

歩行者用信号が赤になっても、中間地帯で留まらず無理に渡る歩行者がおり危険であ

る。」旨の要望があり、交通課長から「交通安全教育の実施、交通指導取締りの徹底

及び交通環境の整備を推進していく。」旨の回答があった。 

○ 委員から「まつり起業祭は規模が大きく、民間だけでは力が及ばないため、今後も

警察に協力をお願いしたい。」旨の要望があり、警備課長から「主催者や関係機関と

連携を強化し、最大限協力していきたい。」旨の回答があった。 
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【質疑応答等】 

○ 委員から「管内の刑法犯認知件数や交通事故が増加しているが、その理由や対策を

教えていただきたい。」旨の質疑があり、署長から「コロナ禍での行動制限がなくな

ったことが増加の一因だと思われるが、事件事故が多発する時間・場所を重点的に未

然防止及び検挙活動を行っていく。」旨の回答があった。 

○ 委員から「性犯罪について、学校や企業に対して行っている防犯教育や防止対策に

ついて教えていただきたい。」旨の質疑があり、署長から「防犯教育は、依頼があっ

た場合だけではなく、あらゆる機会を通じて行っている。また、関係機関と連携し、

発生状況に即した未然防止及び検挙活動を行っている。」旨の回答があった。 

○ 委員から「八幡東警察署の企業等に対する各種教育は、依頼すれば行うことは可能

か。」旨の質疑があり、署長から「交通安全教育、性犯罪の防犯教育及び暴力団対策

教育等を随時行っているので、当署宛に連絡していただきたい。」旨の回答があった。 

○ 委員から「児童虐待件数は増加傾向にあるのか。」旨の質疑があり、署長及び生活

安全課長から「国民の児童虐待に対する意識の高まりを受けて、通報件数も増加して

いる等の理由により、全国的に増加傾向にある。」旨の回答があった。 

○ 委員から「ニセ電話詐欺対策について、地域住民に広報していきたいので、その手

口等を教えていただきたい。」旨の質疑があり、署長から「発生の都度、情報提供し

ていく。」旨の回答があった。 

○ 委員から「児童虐待、ストーカー及びＤＶは、どの段階で警察が対応するのか。」

旨の質疑があり、署長から「それぞれの事案にもよるが、即時対応を原則としている。」

旨の回答があった。 

○ 委員から「今年（令和６年２月２０日まで）の交通死亡事故の件数を教えていだた

きたい。」旨の質疑があり、交通課長から「県内では１６名の方が亡くなっており、

北九州地区では４名の方が亡くなっている。」旨の回答があった。 

○ 委員から「八幡東区尾倉二丁目にある横断歩道の白線が消えかかっているので、確

認していただきたい。」旨の要望があり、交通課長から「確認後対応する。」旨の回

答があった。 

 

【閉会】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


